
鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

会
（
会
長
・
皆
川
治
市
長
）

の
臨
時
総
会
が

日
、
グ

29

ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開

か
れ
、
平
成

年
産
米
の

30

「
生
産
の
目
安
」
の
設
定

と
農
業
者
別
の
配
分
方
法

を
決
め
ま
し
た
。

年
度
か
ら
国
の
生
産

30
調
整
「
減
反
」
が
廃
止
さ

れ
る
の
に
伴
い
、
県
や
農

業
団
体
な
ど
で
つ
く
る「
県

農
業
再
生
協
議
会
」
は
12

月

日
に
「
生
産
の
目
安
」

15
を
決
定
し
、
市
町
村
別
の

目
安
を
同

日
に
公
表
し

21

ま
し
た
。

同
協
議
会
は
県
産
米
の

全
国
シ
ェ
ア
（
約
４
・
５

％
）
か
ら
算
出
し
前
年
並

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
に
は
、
前
年
比

㌧
増
（
０
・

％
増
）

99

18

の
５
万
３
８
７
３
㌧
、
基

準
反
収
が
前
年
の
５
９
７

㎏
か
ら
６
０
１
㎏
に
伸
び

た
こ
と
か
ら
、
面
積
換
算

で

減
の
９
２
３
１

15
ha

ha

が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
協
議
会
で
は

均
等
配
分
率
を

年
産
か

28

ら
全
市
一
律
に
し
、

年
30

産
は

・
０
％
（

年

55

28

56

・
３
％
、

年
産

・
２

29

55

％
）、
傾
斜
配
分
と
し
て
①

大
規
模
加
算
と
②
環
境
加

算
を
加
え
て
い
ま
す
。

国
は

㌃
７
５
０
０
円

10

の
米
の
直
接
支
払
交
付
金

を
廃
止
し
ま
す
が
、「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

（
産
地
交
付
金
）」
は
継
続

さ
れ
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
重
点
作

物
に
「
ニ
ラ
」
と
「
う
る

い
」
を
追
加
し
ま
す
。

大
豆
の
団
地
加
算
は
１

以
上
と
２

以
上
の
２

ha

ha

段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
加
算
３
０
０
０

円
／

㌃
が
新
設
。

10
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（月１７７円程度）
1月 35人 40,602円
12月 65人 55,865円

東
郡
電
気
事
業
も
の
が
た
り

東
田
川
郡
電
気
事
業
の
偉
大
な
る
軌
跡

早
坂
清
輔
（
上
町
）

東
郡
電
気
事
業
の
足
跡
を
今
に
継
ぎ
、

後
世
へ
の
夢

１

近
代
地
方
自
治
の
揺
籃

期
に
発
足
し
た
郡
行
政
の

行
路
も
多
事
多
彩
で
あ
り
、

先
人
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

勧
農
政
策
の
推
進
を
担

い
、
乾
田
馬
耕
の
普
及
、

耕
地
整
理
事
業
の
推
進
な

ど
、
行
政
と
農
会
組
織
が

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
ら

れ
た
功
績
は
大
き
い
。

郡
民
の
利
益
と
郡
財
源

の
造
成
な
ど
、
公
益
を
第

一
義
と
す
る
目
的
で
、
郡

電
気
事
業
を
創
業
し
、
郡

営
か
ら
組
合
営
に
移
行
し
、

幾
多
の
苦
労
と
変
遷
を
経

て
町
村
組
合
運
営
に
脈
々

と
引
き
継
が
れ
、
そ
の
事

績
を
後
世
に
伝
え
た
い
も

の
だ
。

後
世
へ
の
夢

そ
の
た
め
に
、
私
が
提

案
し
た
い
こ
と
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

★
東
田
川
文
化
記
念
館
内

に
東
郡
電
気
事
業
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
。

★
藤
島
歴
史
公
園
（
ヒ
ス

カ)

に
隣
接
の
藤
島
変
電
所

の
傍
ら
の
変
電
施
設
と
鉄

塔
は
東
郡
電
気
事
業
の
施

設
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

経
緯
や
赤
川
水
系
に
お
け

る
発
電
か
ら
消
費
ま
で
の

流
れ
の
説
明
板
の
設
置
。

★
水
力
発
電
の
原
理
の
学

習
施
設
と
し
て
、
公
園
内

の
水
路
を
活
用
し
て
水
車

発
電
装
置
の
設
置
。

原
発
０
へ
の
夢

ゼ

ロ

公
益
事
業
と
し
て
発
足

し
た
電
気
事
業
も
企
業
に

取
り
込
ま
れ
、
時
代
の
変

遷
と
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。

公
益
事
業
で
あ
れ
ば
、

今
の
よ
う
な
原
発
依
存
に

は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、

東
日
本
大
震
災
の
福
島
原

発
被
災
で
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
広
域
的
な
被

害
と
停
電
で
市
民
生
活
が

麻
痺
し
て
し
ま
う
現
代
と

な
っ
た
。

山
形
県
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
原
子
力
発
電
所
１

基
で
発
電
す
る
分
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

開
発
目
標
に
掲
げ
、
治
山
、

治
水
、
利
水
し
環
境
保
全

を
図
る
と
し
て
い
る
。

食
料
と
電
力
を
地
産
地

消
し
、
安
全
・
安
心
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
夢

見
て
い
る
。

平成30年産米に係る地域別生産の目安及び作付率(案)

台帳面積 

　(ha)

配分基
準単収

(kg/10

a)

生産の目安(トン)
生産の目安（トン） 

（均等分）
前年産の目標値

面積換算 作付率 

　(ha) 　(％)

面積換算 作付率 面積換算 

　(ha) 　(％) 　（ha）

作付率 

　(％)

① ② ⑥ ⑦=⑥/②⑧=⑦/① ⑨③ ④=③/② ⑤=④/① ⑩=⑨/②⑥=⑩/①

鶴岡 6,018 611 20,229 3,311 55.0 21,313 3511 58.321,415 3505 58.2

藤島 3,396 617 11,527 1,868 55.0 12,123 1,978 58.312,234 1,983 58.3

羽黒 2,747 583 8,811 1,511 55.0 9,210 1,591 57.89,251 1,587 57.7

櫛引 1,778 600 5,869 978 55.0 6,099 1,023 57.56,152 1,025 57.6

朝日 900 562 2,782 495 55.0 2,937 526 58.22,941 523 58.1

温海 638 520 1,827 351 55.0 1,871 362 56.61,880 362 56.7

乖離分 221 38 100.0

合計等 15,477 601 51,045 8,514 55.0 53,774 9,029 58.153,873 8,985 58.0

※１．本表は、慣行栽培を基準に作成しているものであり、減収カウント面積を含みません。

※２．県から示された換算面積9,231haと本表の換算面積の合計8,985haの差246haが減収カウント面積相当分となります。

※３．面積換算は小数点第1位を四捨五入、率は小数点第2位切り捨てしています。

水稲作付率の調整状況

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 増減

鶴岡 65.5 65.2 65.6 62.9 60.0 58.4 58.3 58.2 △0.1

藤島 68.6 67.9 67.8 64.3 61.3 58.3 58.3 58.3 0.0

羽黒 64.4 64.5 65.0 62.3 60.2 58.0 57.8 57.7 △0.1

櫛引 63.5 63.8 64.4 62.0 59.8 57.7 57.5 57.6 0.1

朝日 64.1 64.0 64.6 62.0 59.5 57.7 58.2 58.1 △0.1

温海 55.4 57.1 59.1 58.3 57.3 56.7 56.6 56.7 0.1

全市 65.3 65.1 65.5 62.8 60.2 58.1 58.1 58.0 △0.1

※本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率である。



ク
ー
デ
タ
ー

日
か
ら
４
日
間
続
い

24
た
猛
吹
雪
で
、
佛
様
に
あ

げ
る
水
の
蛇
口
は
凍
り
つ

い
て
い
た
。

そ
の
前
の

日
は
東
京

22

で
も
か
な
り
積
も
り
、
平

成

年
以
来
だ
と
い
う
。

14首
都
に
雪
が
積
も
る
と
、

我
が
国
の
歴
史
を
揺
る
が

す
よ
う
な
大
事
件
が
起
こ

る
。古

く
は
元
禄

年

月

15

12

日
（
旧
暦
）（
１
７
０
３

14年
１
月

日
）、
赤
穂
浪
士

30

の
吉
良
邸
討
ち
入
り
が
あ

っ
た
。

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
番

組
を
見
て
い
た
ら
、
桶
狭

間
の
合
戦
で
織
田
信
長
に

亡
ぼ
さ
れ
た
今
川
義
元
の

４
代
後
の
子
孫
が
吉
良
義

央
（
き
ら

よ
し
ひ
さ
）
だ

と
い
う
。
吉
良
上
野
介
で

こ
う
ず
け
の
す
け

あ
る
。

安
政
７
年
３
月
３
日（
旧

暦
）（
１
８
６
０
年
３
月
24

日
）
に
、
江
戸
城
桜
田
門

外
で
、
大
老
井
伊
直
弼
を

な
お
す
け

暗
殺
し
た
「
桜
田
門
外
の

変
」
が
あ
っ
た
。

井
伊
掃
部
頭
を
も
じ
っ

い
い
か
も

ん
の
か
み

て
「
好
い
鴨
を
網
で
取
ら

い

か
も

あ
み

ず
駕
籠
で
と
り
」。
ま
た
、

か

ご

首
を
取
ら
れ
て
も
病
臥
と

び
よ
う
が

言
い
繕
う
こ
と
で
「
倹
約

つ
く
ろ

け
ん
や
く

で
枕
い
ら
ず
の
御
病
人
」

な
ど
と
、
陰
湿
な
事
件
を

笑
い
で
収
め
る
江
戸
人
の

お
さ

お
お
ら
か
さ
が
あ
る
。

昭
和

年
（
１
９
３
６
）

11

２
月

日
、
い
わ
ゆ
る
二

26

・
二
六
事
件
で
あ
る
。、

皇
道
派
の
影
響
を
受
け

こ
う
ど
う
は

た
陸
軍
青
年
将
校
ら
が
、

「
昭
和
維
新
、
尊
皇
斬
奸
」

ざ
ん
か
ん

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
武
力

を
以
て
元
老
重
臣
を
殺
害

も
つ

す
れ
ば
、
天
皇
親
政
が
実

現
し
、
政
財
界
の
腐
敗
や

農
村
の
困
窮
が
収
束
で
き

る
と
考
え
て
い
た
。

決
起
将
校
ら
は
昭
和
天

皇
に
昭
和
維
新
を
訴
え
た

が
、
天
皇
は
こ
れ
を
拒
否
。

陸
軍
と
政
府
は
彼
ら
を「
叛

乱
軍
」
と
呼
び
、
包
囲
し

て
投
降
を
呼
び
か
け
た
。

将
校
た
ち
は
下
士
官
兵

を
原
隊
に
復
帰
さ
せ
、
一

部
は
自
決
、
大
半
の
将
校

は
投
降
し
た
が
、
事
件
の

首
謀
者
達
は
銃
殺
刑
に
処

さ
れ
た
。

こ
の
時
私
は
数
え
年
６

歳
。
高
橋
是
清
蔵
相
を
始

こ
れ
き
よ

め
何
名
か
殺
害
さ
れ
た
。

雪
と
は
関
係
な
い
が
、

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

５
月

日
、
い
わ
ゆ
る
五

15

・
一
五
事
件
と
呼
ば
れ
る

ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
っ
た
。

私
の
生
ま
れ
た
昭
和
６
年

の
翌
年
で
あ
る
。

武
装
し
た
海
軍
の
青
年

将
校
た
ち
が
総
理
大
臣
官

邸
に
乱
入
し
、
犬
養
毅
を

い
ぬ
か
い
つ
よ
し

殺
害
し
た
。

犬
養
首
相
に
応
接
室
に

案
内
さ
れ
、「
話
せ
ば
わ
か

る
」、
歴
史
に
残
る
犬
養
の

言
葉
で
あ
る
。

犬
養
は
首
相
に
就
任（
１

９
３
１
・

・

）
す
る

12

13

年
前
に
酒
田
に
来
て
い

16る
。
地
元
の
代
議
士
候
補

伊
藤
知
也
の
応
援
の
た
め

来
酒
し
、
大
正
４
年
（
１

９
１
５
）
２
月
に
、
同
志

の
池
田
藤
弥
の
自
宅
庭
先

で
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。

池
田
藤
弥
は
私
の
妻
惠さ

と

の
父
で
あ
る
。

（
写
真
・
前
列
中
央
が
犬

養
毅
。
同
左
端
が
池
田
藤

弥
・
大
正
４
年
２
月
）

憲
法
は
ど
ん
な
反
省
の

上
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
。

こ
の
反
省
が
国
民
か
ら
薄

ら
ぎ
、
情
勢
が
変
わ
れ
れ

ば
変
え
て
も
い
い
で
は
な

い
か
と
い
う
風
潮
を
感
じ

る
。「

政
府
の
行
為
に
よ
っ

て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起

こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」

反
省
し
制
定
さ
れ
た
こ
と

は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る

が
、
制
定
当
時
強
調
さ
れ
、

中
学
生
で
あ
っ
た
私
で
す

ら
今
も
知
っ
て
い
る
反
省

は
も
う
ほ
と
ん
ど
話
題
に

も
な
ら
な
い
。

１
つ
は
、
戦
力
不
保
持

と
戦
争
放
棄
の
反
省
で
あ

る
。
ワ
ン
マ
ン
と
言
わ
れ

た
吉
田
茂
元
首
相
は
、
憲

法
制
定
国
会
で
「
こ
れ
ま

で
〈
自
衛
〉
の
名
の
も
と

に
戦
争
が
行
わ
れ
て
き
た

の
で
戦
争
を
放
棄
し
た
。」

と
明
言
し
た
。

さ
ら
に
自
衛
隊
の
前
身

で
あ
る
警
察
予
備
隊
は
、

７
万
５
千
名
、
重
装
備
は

米
軍
と
ほ
ぼ
対
等
で
あ
っ

た
が
、
憲
法
に
遠
慮
し
て

警
察
の
下
部
組
織
の
よ
う

な
印
象
を
持
た
せ
る
た
め

「
予
備
」
と
し
た
。

２
つ
は
、
軍
事
費
は
国

債
を
財
源
に
し
な
い
反
省

で
あ
る
。

条
「
国
の
財
政
を
処

83
理
す
る
権
限
は
、
国
会
の

議
決
に
基
い
て
、
こ
れ
を

行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
を
受
け
、
財
政
法
４

条
は
「
国
の
歳
出
は
、
公

債
又
は
借
入
金
以
外
の
歳

入
を
以
て
そ
の
財
源
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但

し
…
」
と
し
、
天
皇
の
勅

令
な
ど
で
増
大
し
た
こ
と

を
反
省
し
て
い
る
。

日
中
戦
争
が
全
面
拡
大

し
た
１
９
３
７(

昭
和

)12

年
以
後
、
軍
事
費
は
国
家

予
算
の
７
割
台
か
ら
９
割

近
く
に
ま
で
激
増
し
、
財

源
は
強
制
的
に
国
民
に
買

わ
せ
た
国
債
で
調
達
し
た
。

イ
ン
フ
レ
で
「
だ
だ
の

紙
屑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
嘆
く
母
の
姿
を
思
い
出

す
。し

か
し
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
翌
年
の
１
９
６
５
年
、

「
建
設
国
債
」
と
し
て
「
赤

字
国
債
」
を
初
め
て
発
行
。

以
後
は
無
制
限
で
、
現
在

は
ほ
ぼ
１
０
０
０
兆
円(

国

民
１
人
当
７
０
０
万
円)

に

累
積
し
て
い
る
。

防
衛
能
力
の
強
化
な
ど

と
称
し
て
再
び
国
債
依
存

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

長
い
寒
波
で

こ
の
地
域
で
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
と
鳴
く
鳥
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
名
前
も
か
わ

い
い
「
こ
の
は
ず
く
」
と

い
う
小
型
の
ミ
ミ
ズ
ク
な

の
で
す
。

年
位
前
、
冬

40

に
藤
島
の
添
川
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
数
年

前
だ
が
、
今
年
の
よ
う
に

吹
雪
が
何
日
か
続
い
た
年
、

道
路
で
拾
っ
て
庄
内
支
庁

の
鳥
獣
保
護
係
り
に
届
け

た
こ
と
が
あ
る
。

▲
ご
存
知
か
と
思
う
が
鷲

・
鷹
・
フ
ク
ロ
ウ
・
ミ
ミ

ズ
ク
な
ど
は
、
白
鳥
・
カ

モ
シ
カ
と
同
じ
よ
う
に
、

死
ん
だ
も
の
で
も
届
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、

こ
れ
は
腹
が
減
っ
て
死
ん

だ
の
だ
・
と
係
り
の
話
。

▲
俺
か
ら
拾
わ
れ
た
幸
せ

な
そ
の
ミ
ミ
ズ
ク
は
今
、

鳥
海
山
に
あ
る
猛
禽
セ
ン

タ
ー
に
剥
製
に
な
っ
て
飾

ら
れ
て
い
る
。
今
年
も
こ

う
長
く
吹
雪
が
続
く
と
、

猛
禽
類
は
人
に
知
ら
れ
ず

多
く
が
死
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

▲
我
が
家
で
雀
に
餌
を
与

え
て
い
る
が
、
餌
場
の
犬

走
り
で
死
ぬ
の
も
あ
る
ん

だ
。
彼
ら
に
と
っ
て
冬
は
、

命
が
け
で
暮
ら
す
時
期
な

の
だ
。
数
え
き
れ
な
い
数

の
中
に
ヒ
ヨ
ド
リ
が
一
羽
、

今
で
は
仲
良
く
ク
ズ
米
を

拾
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
あ

る
年
、
鷹
が
集
団
を
襲
っ

た
時
が
あ
っ
た
。
雀
は
、

鷹
が
諦
め
て
帰
る
ま
で
、

垣
根
の
中
で
動
か
な
か
っ

た
も
の
だ
っ
た
。

▲
カ
ラ
ス
、
キ
ジ
も
く
る

が
、
こ
い
つ
等
は
野
菜
ク

ズ
な
ど
を
捨
て
る
コ
エ
ズ

ケ
が
主
で
、
こ
こ
に
は
数

年
前
、
年
老
い
た
狸
が
よ

ろ
よ
ろ
と
来
て
い
た
も
の

だ
。
春
先
、
遠
く
の
畑
で

死
体
を
見
た
が
、
彼
だ
っ

た
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

▲
そ
ん
な
畑
に
は
、
狐
が

掘
っ
た
で
あ
ろ
う
雪
穴
を

見
た
こ
と
が
あ
る
。
雪
上

は
１
ｍ
位
で
円
錐
形
に
土

ま
で
続
い
て
い
た
。
こ
こ

で
、
暖
か
い
血
の
鼠
が
食

え
た
の
か
ナ
。（
石
川
）


